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緒 言
アマドコロ（ （ ）
（ ） ）とオオナルコユリ（
（ ） ）は根茎を持つユリ科アマドコロ属
の日本に自生する多年生草本で，春の展葉し始めの若い
シュートが食用にされる山菜である．アマドコロは比較
的広く分布していて得やすいが，オオナルコユリは分布
が少ない．両種の食用部分の形態は良く似ているが，食
味はオオナルコユリのほうが優れており，東北地方や北
海道の一部でオオナルコユリの栽培化が進められている
（秋田県農業試験場， ）．
アマドコロは自然放任でも根茎を四方に伸ばしながら
栄養繁殖して，地上シュートを毎年増やしていくが（高
樹英明， ），オオナルコユリの自然での栄養繁殖は
アマドコロに比べるとかなり劣る．両種とも根茎分割で
栄養繁殖率をある程度高めることはできるが，根茎分割
では大量増殖はできない．一方，両種とも種子を多く形
成することから，種子繁殖による大量増殖が期待される．
しかし，両種の種子繁殖には，播種から地上に萌芽し
て展葉するまでに 冬の経過が必要で（
），さらに食用にできる大きさに達するまでには
地上萌芽後も数年間以上の生育期間が必要であるという
問題がある．種子繁殖を効率的に進めるためには，第
に播種から地上萌芽までの期間を短縮する方法，第 に
地上萌芽後の生育期間を短縮する方法を確立する必要が
あるが，本報告は第 の期間を短縮する方法に関して検
討したものである．
前の 報（ ）では，両種の種
子の休眠・発芽段階は以下の 段階に分けられることを
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示した （ ）幼根（種子根）休眠打破段階（低温要求段階），
（ ）地下発芽段階（温暖条件下で促進），（ ）上胚軸休眠
打破段階（低温要求段階），（ ）地上萌芽（出葉）段階（温
暖条件下で促進）．また，両種の種子の幼根休眠打破段
階を完了させる条件（ ， 日間湿潤処理など）を明ら
かにした．しかし，地下発芽段階以後の条件については，
実施した処理条件が限定されていたため，最終的な地上
萌芽を最も早めかつ萌芽率を最大にする各段階の条件は
推定による概要しか示せなかった．本報告は，処理条件
を前の 報のものより拡大し，アマドコロとオオナルコ
ユリの種子の地上萌芽を最も良好にする，地下発芽段階
以後の各段階の条件を明らかにすることを目的として行
ったものである．
材料および方法
実験 自然に近い温度条件下で育てた場合における，
アマドコロの種子の播種から地上萌芽までの経
過
山形大学農学部圃場に栽植されているアマドコロ（山
形県庄内地方自生種）の果実を， 年 月上旬に採取
し， 月 日に果実から取り出した種子を 鉢に
あるいは 粒ずつ播種した．用土は慣行床土の 容量に
対してバーミキュライトの 容量を混合したものとし
た．播種後，鉢を 年 月下旬まで無加温ガラス室内
に置き，以後は戸外に置いた．以下の各時期に播種した
個体を 鉢分ずつ掘り上げて，地下発芽の状態を調査し
た 年 月 日， 月 日， 月 日， 月 日，
月 日， 月 日， 月 日および 月 日．各時期
に発芽した個体の芽長，胚軸の長さ・径，最大根長およ
び根数を調査した（第 図）．なお， 年の 月に地上
萌芽の状態を調査した．
実験 アマドコロとオオナルコユリの種子の地上萌芽
に及ぼす地下発芽期間，上胚軸休眠打破期間並
びに休眠打破後の萌芽温度の影響
年 月 日に山形大学農学部圃場に栽植されてい
るアマドコロとオオナルコユリ（両種とも山形県庄内地
方自生種）から果実を採取し，以下に記す処理を両種同
様に行った． 月 日に水浸した果実を指で潰して種子
を取り出し，種子に付着している果肉を水洗しながら指
でこすり取った．次いで種子の幼根休眠を打破するため
に，種子を底に水抜き穴のある平箱に，（真珠岩）パー
ライトを培土として密に埋め，十分に灌水後その平箱を
（ ）の恒温器内に置いて，低温湿層処理を
年 月 日まで 日間行った．低温湿層処理期間中は
パーライトを常時湿状態に保つため，灌水を適宜行った．
低温湿層処理後，種子に発根（地下発芽）を誘起するた
め，パーライトから取り出した種子をバーミキュライト
を培土として 鉢に 粒（ 鉢）ずつ播種し（覆土の
厚さは約 ），鉢を （ ）の恒温器内に置いた．
地下発芽期間（ ）として ， ， ， および
日の 期間を設けた．
所定の地下発芽期間終了後，上胚軸休眠を打破するた
めに鉢を （ ）の恒温器に移し， ， および
日間の休眠打破処理を行った．
上胚軸休眠打破処理後，地上萌芽を促すために鉢を ，
および （ ）の恒温器に移した．恒温器は前面
あるいは前・側面がガラス張りのものを用い，鉢に実験
室の北窓からの自然散光が当たるようにした．
以上の つの処理，すなわち地下発芽期間，上胚軸休
眠打破期間（ ）および地上萌芽時の温度を，両種とも
第 表のように組み合わせて計 処理区を設定し， 処
理区当たりの供試種子数を 鉢 粒とした．
上胚軸休眠打破処理後に地上萌芽の調査を 日置きに
日間行った．地上萌芽調査終了後に全個体を掘り上げ
て，腐敗種子，未発芽（地下発芽していない）生存種子，
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第 図 アマドコロとオオナルコユリの種子の地下発芽
状態と生育調査部位（実験 ， ）
シュート重は種子と根を除いた，芽を含む新
鮮重．
地下発芽しているが地上萌芽していない個体数を調査
し，供試種子数に対する地上萌芽率や腐敗率などを算出
した．また，地下発芽期間と上胚軸休眠打破期間中に地
上萌芽した個体数についても調査し，上胚軸休眠打破処
理終了前の地上萌芽率も算出した．
以上の種子とは別に地下発芽期間中の生育状態を調査
するため，地下発芽期間が ， ， ， および
日経過後に掘り上げ調査する種子を準備した．各掘上時
期に 鉢分の 個体ずつ掘り上げた．調査は各時期にお
ける地下発芽種子数，腐敗種子数のほか地下発芽した種
子に関しては根重（新鮮重），最長根長，シュート重（芽
を含む胚軸重で新鮮重）および芽長を調査した（第 図）．
結果および考察
．アマドコロ
）自然に近い温度条件下で育てた場合の播種から地上
萌芽までの経過（実験 ）
アマドコロの種子を結実当年の 月中旬に播種し，自
然に近い温度条件下で育てた場合の，地上萌芽までの生
育経過は以下のようであった．播種から翌春の 月上旬
までは発根（地下発芽）が全く見られなかった（第 表）．
しかし， 月 日に掘り上げた個体は半数以上が地下発
芽していたので， 月中旬から 月上旬までの間に地下
発芽が急激に起こったと推定される． 月 日の掘り上
げ時には発根して間もない個体が（第 図， 月 日掘
り上げの個体に相当）， 個体中 個体で見られたが，
月 日以降の掘り上げ時には発根して間もない個体は見
られなくなったので，新たな地下発芽は 月中にほぼ終
了したものと推定される．以上のように播種した秋から
翌春遅くまで発根が見られなかったのは，幼根休眠（種
子休眠）が存在したためで（ ），この休眠
は冬の低温経過によって打破されるが，打破後に発根が
実際に起こるためにはある程度の温暖条件を必要とす
る．
播種した翌年の初夏から越冬直前の 月上旬まで，芽
と根は成長を進めたが（第 ， 図），その年に芽が地上
に出ること（地上萌芽）はなかった．胚軸は 月上旬か
ら 月上旬にかけて急速に伸長したが，その後は伸長が
停滞した（第 図）．一方，胚軸径の増大は 月上旬ま
では伸長量を上回って進み，この頃までは第 図に示し
たような球形の胚軸を持つ個体が多く見られた．しかし，
月上旬以降，胚軸の成長は縦方向への伸長が優勢にな
り，胚軸の上部にある芽の伸長も進んだため，胚軸の形
は第 図のような基部が太めの棒状に変わった．
地上萌芽は播種翌々春の 月中旬に見られ（第 図），
月下旬には展葉した．なお，オオナルコユリの種子の
播種から地上萌芽までの経過も別に調査したが，基本的
にはアマドコロの種子と同様であった．
）地上萌芽に及ぼす地下発芽期間，上胚軸休眠打破期
間並びに休眠打破後の萌芽温度の影響（実験 ）
アマドコロの種子は， の地下発芽期間中に 処理
区中 区で 区当たり ， 個体が地上萌芽した（第
表）．地下発芽期間が最も短い 日区において 区中 区
で計 個体が地上萌芽したが（ 種子中 個体 地上
萌芽率 ％）， 日区では 区中 区の計 個体で（
種子中 個体 地上萌芽率 ％），さらに 日区では
区中 区のみの計 個体しか地上萌芽が見られなかっ
た（ 種子中 個体 地上萌芽率 ％）．地下発芽期
間が 日より長くなっても地上萌芽個体の増加が見られ
なかったことから，上胚軸休眠打破処理前に地上萌芽す
る個体，すなわち上胚軸休眠を示さない個体は地下発芽
期間が 日までに地上萌芽を終えたと推定される．この
早期に地上萌芽する個体は，全体の平均では ％にす
ぎなかったので（第 表），例外的なまれなケースと考え
られ，アマドコロの種子は一般的には，先に報告したよ
うに（ ），発根後に上胚軸休眠に入ると考
えられる．
アマドコロとオオナルコユリの種子発芽の促進 ─高樹・下総・菅野
第 表 自然に近い温度条件下で播種して育てたアマド
コロの種子の地下発芽（実験 ）
調査時期
（ 年）
供試
種子数
地下発芽
種子数
地下発芽
率（％）
地下での生育状
況調査個体数
月 日 ─
月 日 ─
月 日
月 日
月 日
月 日
月 日
月 日
第 図のグラフの調査個体数．
個体枯死．
地下発芽した個体のうち 個体は芽がなかったので，
生育状況調査から除外．
幼根休眠打破処理を行ったアマドコロの種子に対す
る， 日の地下発芽期間（ ）と上胚軸休眠打
破のための ， ， 日間の 処理の組み合わせが
地上萌芽に及ぼす効果は以下の通りであった（第 表）．
上胚軸休眠打破期間の延長による地上萌芽の促進に関
しては， 地下発芽期間が ， ， 日のいずれであ
っても，休眠打破期間が 日から 日， 日へと長く
なるにしたがって地上萌芽率はより高く，地上萌芽所要
日数はより減少する傾向が認められた．ただし，地下発
芽期間が 日では休眠打破期間の延長による地上萌芽
所要日数の減少は顕著であったが，地上萌芽率に関して
は休眠打破期間が 日ですでに十分高く，延長効果は小
さかった．なお以下では，地上萌芽率の高くなることと
地上萌芽所要日数の減少することの双方が認められる場
合は，単に“地上萌芽が促進される”とも表現する．
地下発芽期間の延長による地上萌芽の促進に関して
は，休眠打破期間が 日の場合は，地下発芽期間が
日まで長いほど地上萌芽は顕著に促進されたが，休眠打
破期間が 日以上の場合は，地下発芽期間の延長によ
る地上萌芽の促進が見られたのは、地下発芽期間が 日
から 日に延長された場合だけで， 日から 日に
延長された場合では，地上萌芽がほとんど促進されなか
った．
地下発芽期間が 日か 日で，休眠打破期間が
日である区は，地上萌芽率がともに ％で著しく高く，
地上萌芽所要日数もそれぞれ か で他区より著しく
少なかった（第 表）．これらの区は萌芽温度が の
区であるが、萌芽温度が か で地下発芽期間が
日，上胚軸休眠打破期間が 日である区も実験したが，
これらの区（地下発芽期間が 日以上で，上胚軸休眠
打破期間が 日である計 区）はすべて， の上胚
軸休眠打破期間中に一部の個体が地上萌芽を始めた（第
表）．一方、上胚軸休眠打破期間が 日以下の区では
地下発芽期間がいずれでも上胚軸休眠打破期間中に地上
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第 図 自然に近い温度条件下で育てたアマドコロの種子の地下での生育状況（実験 ）
年 月 日播種， 年 月 日（未発芽なので図を省略）から同年 月 日ま
で調査．数値は長さ，（ ）内の数値は径，単位 ．
萌芽する個体はなかった．このことは，地下発芽期間が
日以上の区では，上胚軸休眠打破期間が 日を越え
ると，一部の個体で地上萌芽が起こったことを示してい
る．すなわち，上胚軸休眠打破期間が 日から 日ま
での間に一部の個体では上胚軸休眠が完全に打破され，
低温下でも地上萌芽したものと考えられる．このことは，
地下発芽期間が 日以上の場合は，上胚軸休眠打破の
ための 処理期間は 日以上 日未満の期間で十分
であることを示唆する．
第 表には，萌芽温度（ ， ， ）が地上萌芽に及
ぼす影響を上胚軸休眠打破期間を変えて検討した結果を
示した．上胚軸休眠打破期間が 日の場合は での萌
芽が 以下の温度での萌芽より萌芽率，萌芽所要日数
の双方で優れた．しかし，休眠打破期間が 日以上の
場合は，萌芽率が全般的に高くなり，萌芽温度による差
は明白でなくなったが，萌芽所要日数は の萌芽で少
なくなる傾向が見られた．従って，休眠打破後の地上萌
芽に最適な温度は、上胚軸休眠打破が不十分な 日処理
の場合は であるが，休眠打破が十分な 日以上の
処理の場合は になると考えられる．
）地下発芽段階における発芽，生育状況
前述のように地下発芽期間の延長によって地上萌芽の
促進される場合があったので，地上萌芽と地下発芽期間
中の生育（第 表）との関係を検討した．
地下発芽期間が 日で地下発芽率が ％に達し，地下
発芽期間をそれ以上延長しても地下発芽率の上昇が認め
られなかったので，本実験条件下では地下発芽は 日ま
でに終了したと考えられる．前報（ ）では
幼根休眠を確実に打破する処理（ ， 日間処理）を行
った種子は地下発芽期間 日までに地下発芽を終えたと
推定したが，本実験の結果は 日よりも早く， 日まで
に終了することを示した．根重は 日まで増加する傾
向が，またシュート重は 日まで，芽長は 日まで増
加する傾向が見られた．これらの結果は前報のものと大
差なく，本実験の結果から，幼根休眠打破後，温暖条件
下で地下発芽して成長が進むのは， 日目までで，
それ以後は上胚軸休眠に入り，成長が抑制されると推定
される．従って，地下発芽期間は 日程度で十分
と考えられる．
．オオナルコユリ
）地上萌芽に及ぼす地下発芽期間，上胚軸休眠打破期
間並びに休眠打破後の萌芽温度の影響（実験 ）
オオナルコユリの種子では，上胚軸休眠打破期間終了
前に地上萌芽する個体は見られなかった．幼根休眠打破
処理を行ったオオナルコユリの種子に対する，
日の地下発芽期間と上胚軸休眠打破のための ， ，
日間の 処理の組み合わせが地上萌芽に及ぼす効果
は，アマドコロの種子の場合と細部で違いはあったが似
た傾向を示した（第 表）．
アマドコロとオオナルコユリの種子発芽の促進 ─高樹・下総・菅野
第 図 自然に近い温度条件下で育てたアマドコロの種
子の地下での生育状況（実験 ）
年 月 日播種， 年 月 日（未発
芽なのでデータを省略）から同年 月 日まで
調査．
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第 図 自然に近い温度条件下で育てたアマドコロの種子の地上萌芽（実験 ）
年 月 日播種， 年 月中旬（左図）および下旬（右図）調査．数値は長さ，
（ ）内の数値は径，単位 ．
．
．
供試種子数（ 粒 処理区）に対する値．
第 表 アマドコロの種子における上胚軸休眠打破処理終了前の地上萌芽
処 理 区 地上萌芽個体数 地上萌芽率（％）
地下発芽
期間（日）
上 胚 軸 休 眠
打破期間（日）
萌芽温度（ ） 地下発芽期間
上胚軸休眠
打破期間
地下発芽期間
上胚軸休眠
打破期間
合 計
上胚軸休眠打破期間の延長による地上萌芽の促進に関
しては，打破期間が 日と 日の間では地下発芽期間
に関わらず打破期間の長い区で萌芽が促進された．しか
し，休眠打破期間が 日になると，地下発芽期間がい
ずれであっても萌芽が十分に促進され，打破期間をそれ
以上延長しても，地下発芽期間が 日の場合を除いて
萌芽に大差は生じなかった．地下発芽期間が 日の場
合は，休眠打破期間が 日から 日に延長されると，
地上萌芽所要日数がかなり減少し，全処理区中で最少に
なった．
地下発芽期間の延長による地上萌芽の促進に関して
は，休眠打破期間が 日の場合は，地下発芽期間が
日まで長いほど地上萌芽が促進されたが，休眠打破期間
が 日と 日の場合は，地下発芽期間に関わらずどの
区も萌芽は良好で，上記の例外区（両期間とも 日の区）
を除いて萌芽に大差は認められず，地下発芽期間の延長
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第 表 アマドコロの種子の地上萌芽に及ぼす地下発芽
期間と上胚軸休眠打破期間の影響
上胚軸休眠打破処理後， で 日間萌芽させた．腐
敗個体を除く値．調査個体数（ 処理）は ．
地上萌芽した個体の平均値（他の表でも同様）．萌芽個
体数（ 処理）は ．
データに等分散性が成立している場合は の
検定を，成立していない場合は の
検定を適用．いずれも有意水準は ％．他の表でも同様．
地下発芽
期間（日）
上胚軸休眠打破期間（日）
地上萌芽率（％）
地上萌芽所要日数
横欄多重
比較検定
縦欄多重比較検定
地下発芽期間は 日．上胚軸休眠打破処理後，萌芽
温度下に 日間おいた．腐敗個体を除く値．調査個体数
（ 処理）は ．
萌芽個体数（ 処理）は ．
第 表 アマドコロの種子の地上萌芽に及ぼす上胚軸休
眠打破期間と萌芽温度の影響
上 胚 軸
休眠打破
期間（日）
萌芽温度（ ）
地上萌芽率（％）
地上萌芽所要日数
横欄多重
比較検定
縦欄多重比較検定
第 表 アマドコロの種子の地下発芽段階における生育状況
地下発芽
期間（日）
地下発芽
種子数
未発芽
種子数
腐 敗
種子数
地下発芽
率（％）
腐敗率
（％）
根 重
（ ）
最長根
長（ ）
シュート
重（ ）
芽 長
（ ）
計
腐敗種子を除いた値．
供試種子数（ 日区 粒，他の区は 粒）に対する値．
異なる英字が添えられたデータ間には ％水準で有意差がある．最長根長は の 検定を適用．根重，シュー
ト重，芽長は処理区のデータに等分散性が成立しなかったので 検定を適用．
個体中 個体が地上萌芽し，その芽長が他と比べ著しく大（ ）になったので，集計から除いた．他区では地
上萌芽が見られなかった．
による地上萌芽の促進は認められなかった．
萌芽温度に関しては，上胚軸休眠打破期間に関わらず，
が 以下の温度より地上萌芽の促進される傾向が
見られたが， と の間には明白な差は見られなか
った（第 表）．休眠打破期間が延長されると（
日）， と の萌芽温度では，萌芽が促進され，特
に 日から 日の間では顕著な促進が見られたが，
では休眠打破期間が 日でも地上萌芽が良好であったた
め，休眠打破期間が延長されても萌芽はあまり促進され
なかった．以上のことから，オオナルコユリの地上萌芽
に最適な温度は である（あるいはこれ以上の温度で
ある可能性もある）と考えられる．
）地下発芽段階における発芽，生育状況
地下発芽期間が 日で地下発芽率が ％に達したので
（第 表），地下発芽は 日頃までに終了したと考えられ
る．また（根重のデータから）根の成長は 日までに，
シュート重の増大成長は 日までに終了したと推
定される．しかし，芽長は 日以後も成長が見られた．
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第 表 オオナルコユリの種子の地上萌芽に及ぼす地下
発芽期間と上胚軸休眠打破期間の影響
地下発芽
期間（日）
上胚軸休眠打破期間（日）
地上萌芽率（％）
地上萌芽所要日数
横欄多重
比較検定
縦欄多重比較検定
上胚軸休眠打破処理後， で 日間萌芽させた．腐
敗個体を除く値．調査個体数（ 処理）は ．
萌芽個体数（ 処理）は ．
第 表 オオナルコユリの種子の地上萌芽に及ぼす上胚
軸休眠打破期間と萌芽温度の影響
上 胚 軸
休眠打破
期間（日）
萌芽温度（ ）
地上萌芽率（％）
地上萌芽所要日数
横欄多重
比較検定
縦欄多重比較検定
地下発芽期間は 日．上胚軸休眠打破処理後，萌芽温
度下に 日間おいた．腐敗個体を除く値．調査個体数（
処理）は ．
萌芽個体数（ 処理）は ．
第 表 オオナルコユリの種子の地下発芽段階における生育状況
地下発芽
期間（日）
地下発芽
種子数
未発芽
種子数
腐 敗
種子数
地下発芽
率（％）
腐敗率
（％）
根 重
（ ）
最長根
長（ ）
シュート
重（ ）
芽 長
（ ）
計
日区はデータを欠く．
腐敗種子を除いた値．
供試種子数（ 粒）に対する値．
異なる英字が添えられたデータ間には ％水準で有意差がある（ の 検定）．
これらの傾向は前報（ ）と矛盾しないが，
本実験の結果は前報と比べ地下発芽率が全般に著しく高
かった．
芽の成長が地下発芽期間の 日の間にも見られ
たことは，第 表の実験で（上胚軸休眠打破期間が 日
の場合に）地下発芽期間が 日まで長いほど，地上萌
芽の促進されたことと関連があるようである．すなわち，
芽の成長が進ほど，上胚軸休眠が打破されやすくなるこ
とが考えられる．
．地上萌芽促進に最も有効な処理
）アマドコロ
地上萌芽が最も促進された処理は，地下発芽期間
日と上胚軸休眠打破期間 日の組み合わせで， で
萌芽させた場合，地上萌芽率は ％，上胚軸休眠打破後
の地上萌芽所要日数は 日であった．しかし，この処
理は処理期間が長いため，地下発芽処理開始時から地上
萌芽するまでの平均日数は 日になる（第 表）．本
結果および考察 の の ）ですでに述べたが，アマ
ドコロの種子は，地下発芽期間が 日以上の場合は上
胚軸休眠打破期間が 日以上 日未満で休眠打破がほ
ぼ完了するので，処理期間をもっと短縮できると考えら
れる．また， の ）で述べたように地下発芽期間は
日程度で十分である．第 表に各処理区の地下発
芽処理開始時から地上萌芽までの所要日数を記したが，
地上萌芽率が約 ％以上で地上萌芽までの所要日数が最
も少ない処理区を 位まで順に並べると以下の通りであ
る 地下発芽期間 日─上胚軸休眠打破期間 日─萌
芽温度 の 日， 日─ 日─ の 日，
日─ 日─ の 日， 日─ 日─ の
日， 日─ 日─ の 日．この順番と
の ）， ）で述べたことを考慮すると，地下発芽処理
開始時から地上萌芽までの日数を最も少なくする処理
は，地下発芽期間 日と上胚軸休眠打破期間 日の組
み合わせであると考えられる．また萌芽温度は， の ）
で述べたように が望ましいが， の範囲なら
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第 表 アマドコロとオオナルコユリの種子の腐敗率および地下発芽処理開始時から地上萌芽するまでの所要日数
処 理 区 ア マ ド コ ロ オ オ ナ ル コ ユ リ
地下発
芽期間
（日）
上胚軸休眠
打破期間
（日）
萌芽
温度
（ ）
最終生
存個体
数
供試種子
の腐敗率
（％）
地上萌
芽所要
日数
処理開始時か
ら地上萌芽ま
での日数
地上萌
芽率
（％）
最終生
存個体
数
供試種子
の腐敗率
（％）
地上萌
芽所要
日数
処理開始時か
ら地上萌芽ま
での日数
地上萌
芽率
（％）
平 均（合 計） （ ） （ ）
． ． 処理区当たり供試種子数は 粒．
萌芽温度に移行後 日目の腐敗個体率．
地下発芽期間，上胚軸休眠打破期間および地上萌芽所要日数の合計．
腐敗個体を除く値．
ば地上萌芽の程度に大差はない．この結論は前報
（ ）の結論と矛盾しない．幼根休眠は，前
報で明らかにしたように ， 日間処理でほぼ完全に
打破されるので，播種後 ， 日間処理で幼根休眠を
打破し，次いで ， 日間処理で地下発芽過程を十
分に進行させ，さらに ， 日間処理で上胚軸休眠
を打破し，その後 で萌芽させれば，播種後約
日（地下発芽処理開始後約 日）目には（萌芽率約 ％
で）地上萌芽個体を得ることができる．
なお，種子の腐敗率は本実験では平均約 ％であった
（第 表）．従って，以上の温度処理を行えば，供試種子
数の約 ％（生存率 ％ 地上萌芽率 ％）にあたる数の
地上萌芽個体を得ることが期待できる．
）オオナルコユリ
本 結果および考察 の の ）， ）で 地下発芽期
間におけるシュートと根の成長は 日で芽を除い
て終了すること，上胚軸休眠打破期間が 日以上であ
れば地上萌芽が十分に促進されること，また萌芽温度は
が 以下の温度より地上萌芽を促進することを示
した．地上萌芽率が約 ％以上で地下発芽処理開始時か
ら地上萌芽までの所要日数が最も少ない処理区を 位ま
で順に並べると以下の通りである（第 表） 地下発芽期
間 日─上胚軸休眠打破期間 日─萌芽温度 の
日， 日─ 日─ の 日， 日─ 日
─ の 日， 日─ 日─ の 日， 日
─ 日─ の 日．この順番と の ）， ）で
述べたことを考え合わせると，萌芽率約 ％以上で地上
萌芽を最も早める処理は，地下発芽期間が 日で上胚軸
休眠打破期間が 日の組み合わせであると考えられる．
また萌芽温度は が 以下の温度より萌芽を促進
するので望ましい．この結論では前記の順位 位の
日─ 日─ の区は採用しなかったが，これは同じ処
理期間で萌芽温度が ， 区の地上萌芽率が ， ％
で極めて低かったからである．
上記の結論は前報（ ）より短日数の処理
になったが（前報では 日─ 日），地下発芽処理開始
時から地上萌芽までの日数は（実験しなかった） で
萌芽させるならば，約 日以下になると推定される．
オオナルコユリの幼根休眠は ， 日間処理でほぼ完
全に打破されるので（ ），上記の処理をオ
オナルコユリの種子に対して行えば，播種後約 日で
地上萌芽個体を得ることができる．
なお，種子の腐敗率が本実験では平均約 ％であった
（第 表）．従って，以上の温度処理を行えば供試種子数
の約 ％（生存率 ％ 地上萌芽率 ％）にあたる数の地
上萌芽個体を得ることが期待できる．
摘 要
アマドコロとオオナルコユリの種子を 月中旬に播種
し，自然に近い温度条件下で育てた場合，地上萌芽が見
られたのは播種の翌々春の 月中旬であった．約 ％以
上の地上萌芽率を確保して，地上萌芽をなるべく早める
ためには，幼根休眠打破後の種子の温度処理を以下のよ
うにすればよい．アマドコロの種子では で 日間
地下発芽させ，次いで で 日間の上胚軸休眠打破
処理を行い，その後 で萌芽させれば地下発芽処
理開始後約 日で地上萌芽個体が得られる．オオナル
コユリの種子では で 日間地下発芽させ，次いで
で 日間の上胚軸休眠打破処理を行い，その後
で萌芽させれば，地下発芽処理開始後約 日で地上萌
芽個体が得られる．
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